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郵便局を地域のコミュニティハブに―
石見銀山大森郵便局でスマホ教室が開催され、地域住民が参加し、マップ機能や

リニューアルした市公式LINEの使い方などを学びました。（関連記事３ページ）



「共創」
こどもから高齢者まで、年齢、性別、職業、国籍などを
問わず、さまざまな人が一緒に楽しく夢を語り合いなが
らアイデアを創り、‶おおだ”に関わるすべての人たちが、
一緒に汗をかきながら、ひとつずつ形にしていきます
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令
和
８
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
全
国
的
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

展
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
20

年
前
の
合
併
時
に
約
４
万
２
０
０
０
人
だ
っ

た
大
田
市
の
人
口
は
、
昨
年
８
月
に
３
万
１

０
０
０
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昨
年
の
出
生
数
は
１
４
０
人
と
な
り
、
大
幅

な
自
然
減
と
社
会
減
が
続
い
て
い
る
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
流
れ
は
今
後

も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
現
実
を
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
も
力
強
く
、
活
力
あ
る
元
気
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
「
み
ん
な
が
豊
か
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
大
田

市
の
将
来
像
や
各
分
野
に
お
け
る
中
長
期
的

な
施
策
の
方
向
性
な
ど
を
定
め
る
「
第
３
次

大
田
市
総
合
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
し

た
。

　
令
和
８
年
度
中
の
策
定
に
向
け
て
、10
年
、

20
年
後
の
大
田
市
の
未
来
を
思
い
描
き
な
が

ら
、
課
題
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
そ
の
解

決
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
９
年
に
迎
え
る
「
石
見
銀
山
遺
跡
と

そ
の
文
化
的
景
観
　
世
界
遺
産
登
録
20
周

年
」、「
石
見
銀
山
発
見
５
０
０
年
」
ま
で
あ

と
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
石
見

銀
山
遺
跡
の
「
魅
力
化
」
と
「
持
続
化
」
を

基
本
方
針
に
据
え
、
石
見
銀
山
の
価
値
と
魅

力
を
伝
え
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、
次
世
代

を
担
う
人
材
育
成
を
は
じ
め
と
し
た
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
石
見
銀
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
10
月
か
ら
来
年
３
月
に
か
け
て
、

有
料
展
示
室
の
更
新
や
空
調
設
備
な
ど
の
改

修
を
お
こ
な
い
ま
す
。
来
訪
者
の
満
足
度
の

向
上
と
、
石
見
銀
山
の
価
値
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
普
及
啓
発

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
５
月
に
は
、
か
ね
て
よ
り
交
流
を
進
め
て

き
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
世
界
遺
産
「
タ
ル

ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
鉱
山
」
で
開
催
さ
れ

る
「
第
３
回
国
際
鉱
業
・
地
下
博
物
館
会

議
」
へ
の
招
待
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
石
見

銀
山
の
価
値
と
魅
力
に
つ
い
て
発
表
す
る
と

と
も
に
、
鉱
山
遺
跡
を
有
す
る
各
国
の
専
門

家
と
の
連
携
を
深
め
、
石
見
銀
山
の
さ
ら
な

る
魅
力
の
向
上
と
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
に

繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
統
合
・
再
編
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
月
に
五
十
猛
小
学
校
・
静
間
小
学

校
・
鳥
井
小
学
校
が
統
合
し
、
新
静
間
小
学

校
が
開
校
し
ま
す
。

　２月25日から３月17日にかけて、令
和８年第２回大田市議会定例会が開催
されました。
　初日の冒頭で、楫野弘和市長が施政
方針を表明。こちらでは一部を抜粋し、
紹介します。

基本姿勢　 ―― 将来像の実現に向けた基本的な姿勢

市民の暮らし・子育てを支え、
　　　おおだの未来をともに創る

令和８年度 施政方針

施政方針を表明する市長
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令
和
９
年
４
月
の
統
合
・
再
編
が
決
定
し

て
い
る
久
手
小
学
校
と
朝
波
小
学
校
、
第
三

中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
合
準
備
協
議

会
な
ど
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
児
童
・
生
徒

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
大
田
小
学
校
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

周
辺
の
小
学
校
と
の
統
合
を
見
据
え
た
実
施

設
計
を
進
め
て
お
り
、
令
和
８
年
度
に
は
建

築
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
令
和
11
年

４
月
に
新
た
な
校
舎
で
児
童
が
学
べ
る
よ

う
、
着
実
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

８
年
度
か
ら
２
年
間
で
実
施
設
計
を
お
こ
な

い
ま
す
。
基
本
設
計
で
は
、
昨
今
の
物
価
上

昇
を
踏
ま
え
、
事
業
費
を
抑
え
る
た
め
に
大

幅
な
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
見
直
し
や
有
利
な
地
方
債
の
活
用
に
よ

り
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
一
定
の
見
込
み

が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
民
の
利
便
性
向
上
と
、
防
災
拠
点
と
し

て
、
安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い
庁
舎
づ
く

り
を
目
指
し
、
実
施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
子
育
て
に
か
か
る
総
合
支
援
拠
点
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
設
計
に
基
づ

き
、
建
築
に
着
手
し
ま
す
。
よ
り
良
い
子
育

て
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
相
談
・
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
、
き
め
細
や
か
な
子
育
て

支
援
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

※
　全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

大田市の将来像　―― 目標年（2026年）に目指すべきまちの姿

子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち“おおだ”

《市ホームページ》
施政方針

第１の柱　産業づくり　　～多様で活力ある「産業」をつくる
　産業振興を市政発展の重要課題と位置づけ、積極的に取り組む

第２の柱　豊かな心づくり　　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
　豊かな自然や歴史・文化など、多くの地域資源に囲まれたふるさとに市民の皆さんが誇りと
　愛着を持てるよう、地域と連携し、学校教育・社会教育を推進する

第３の柱　暮らしづくり　　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
　多様化するニーズや課題にきめ細かく対応できるよう、安全・安心な暮らしづくりに努める

第４の柱　都市基盤づくり　　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
　道路、下水道などのインフラ整備や市民の安全・安心のための環境整備を推進する

第５の柱　自然・生活環境づくり　　～人と自然が共生した「自然・生活環境」をつくる
　多様で豊かな自然環境と市民の住みよい生活環境との共生を目指し、各種事業を推進する

第６の柱　持続可能なまちづくり　　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
　「共創」によるまちづくりを基本姿勢とし、あらゆる取り組みを積極的に推進する

基本方針　―― 将来像を実現するための施策の柱

問政策企画課
（☎0854‐83‐8006）

郵便局を地域のコミュニティハブに―
石見銀山大森郵便局で『スマホ教室』や『健康教室』を開催
　２月13日、石見銀山大森郵便局で今年度最終回（全５回シリーズ）となる「スマホ教室」が開催され、地域
住民９人が参加し、スマホの基本的な操作や便利な使い方を学びました。
　この取り組みは総務省の「地域の持続可能性の確保に向けた郵便局の利活用推進事業」で、大森町で活動
する一般社団法人石見銀山みらいコンソーシアムが開催しました。この日は、石見銀山テレビ放送株式会社
と大田市の職員が講師となり、マップなどのスマホの便利な機能やチャットＧＰＴ、昨年12月からさまざま
な機能が増えてリニューアルした『大田市公式ＬＩＮＥ』の使い方について学びました。
　参加者からは「５回全て参加でき、それぞれの回でいろいろなことが学べた。これからも続けてほしい」、
「この教室で教えてもらった機能を使いこなせるようになった」などと声がありました。
　また、同日に開催された『健康教室』では、島根県立大学や大田市などによる健康チェックや健康相談のほか、
町の有志の皆さんに調理していただいた温かいぜんざいが振る舞われ、30人以上の地域住民が参加しました。
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市税
14.8％

分担金及び負担金
0.4％

使用料及び手数料
1.0％

財産収入
0.4％

寄附金
1.0％

繰入金
6.4％

諸収入
1.3％
地方譲与税

1.0％
配当割交付金

0.1％

法人事業税交付金
0.3％

地方消費税交付金
3.4％地方特例

交付金
0.2％

地方交付税
38.9％

国庫支出金
14.8％

市債
7.5％

県支出金
8.4％

株式等譲渡所得割
交付金
0.1％

267億
６千万円

自主
財源

25.3％

依存
財源

74.7％

267億
６千万円

義務的
経費

47.4％

投資的
経費

12.7％

消費的
経費

25.8％

その他
の経費
14.1％

人件費
18.4％

扶助費
17.2％

公債費
11.8％ 普通建設

事業費
12.6％

物件費
13.6％

補助費等
11.8％

積立金
1.7％

投資及び出資金
3.4％

貸付金
0.1％

予備費
0.1％

繰出金
8.8％

 災害復旧事業費
0.1％

維持補修費
0.4％

４

一般会計　総額２６７億６千万円

一般会計　歳入

一般会計　歳出

問財政課（☎0854‐83‐8011）

令和８年度　当初予算

一般会計の当初予算の総額は、前年度に比べ
７億８千万円（3.0％）増の267億６千万円です

市税、地方交付税ともに増加
　自主財源の根幹をなす市税は、
賃金水準の上昇などに伴い、前年
度に比べ、6,600万円（1.7％）増の
39億5,081万円。
　依存財源の多くを占める地方交
付税は、物価高騰の影響などが考
慮され、前年度に比べ、３億1,353
万円（3.1％）増の104億558万円と
なっています。

特徴的な取り組み
　生活・事業の基盤を支える支援、
子育て支援の充実、市の魅力を軸
にした誘客促進、未来へつなぐ社
会基盤の整備、デジタル化の推進
などに関する事業を計上してい
ます。
　そのほか、教育環境の充実、
観光・産業振興、消防・防災力の
強化、協働・共創のまちづくりや
大田市立病院をはじめとする地域
医療体制の確保についても、継続
して取り組んでいきます。
　次ページで、新年度の主な事業
を紹介します。
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市民の暮らし・子育てを支え、
おおだの未来をともに創るための予算

◆は新規事業

新年度の主な事業の内容
第２次大田市総合計画に掲げる「６つの柱」ごとに紹介します

①産業づくり
　～多様で活力ある「産業」をつくる
◇「大田の大あなご」「三瓶そば」のブランド化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 230万円
◇地域資源を活用した商品開発、販路開拓支援　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 874万円
◇有害鳥獣（イノシシ等）の被害対策　 1,918万円
◇新規就農者への営農安定化支援　　　　 490万円
◇市産材利用の啓発、循環型林業の実践　8,753万円
◇新規に就業する自営漁業者への支援　　 600万円
◇企業誘致活動、市内工業団地の環境整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 835万円

②豊かな心づくり
　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
◇小学校の統合に向けた環境整備　　　 6,572万円
◇中学校の統合に向けた準備　　　　　　 230万円
◇幼小中高における各種教育魅力化　　　 744万円
◇小中学校におけるＩＣＴ教育の推進　
　　　　　　　　　　　　　　　　 １億1,694万円
◇石見銀山世界遺産登録20周年・石見銀山発見500年
　に向けた取り組み　　　　　　　 １億7,849万円

③暮らしづくり
　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
◇子ども医療費の助成　　　　　　　　 8,445万円
◆保育施設の給食原材料費高騰対策、副食費無償化
　（４か月間）　　　　　　　　　　　　1,601万円
◆小学校給食費の国基準額を超える部分への支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9,542万円
◆中学校幼稚園の給食原材料費高騰対策、給食費無
　償化（２学期のみ）　　　　　　　　 4,157万円
◆長期休暇中のこどもの食支援　　　　　 148万円
◇子育てにかかる総合支援拠点施設の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　 ５億9,593万円
◆就学前のこどもの成長・発達支援　　　　38万円
◇不妊・不育症治療費の助成　　　　　　 449万円
◆健康アプリの導入　　　　　　　　　　 952万円
◇地域における介護予防活動の支援　　　 260万円
◇地域医療の確保に向けた取り組み　　 1,258万円

※　完成イメージ
おおだ子育てにかかる総合支援拠点施設

◆低所得者世帯への給付金支給　　 ３億3,635万円
◆生活困窮者へのエアコン購入助成　　　 300万円
◆高齢者の補聴器購入への助成　　　　　 182万円

④都市基盤づくり
　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
◇大田市駅周辺地区の環境整備　　 ２億9,950万円
◇第２期空家等対策計画の策定、危険空家の除却
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 918万円
◇大田総合体育館の空調整備やトイレの洋式化など
　の都市公園整備　　　　　　　　 ６億4,600万円
◇市道の適切な維持管理、舗装修繕　
　　　　　　　　　　　　　　　　 １億6,000万円
◆防災ハザードマップの改訂　　　　　　 990万円
◇市役所新庁舎整備の実施設計　　 １億4,480万円

⑤自然・生活環境づくり
　～人と自然が共生した
　　　　「自然・生活環境」をつくる
◇男三瓶山頂トイレの管理、希少動植物の保護　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　933万円
◇リサイクルの促進、ごみの減量化　　 2,895万円
◇再生可能エネルギーの導入促進　　　　 352万円

⑥持続可能なまちづくり
　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
◇第３次大田市総合計画等の策定　　　　 790万円
◇官民連携による新しい人の流れづくり　 440万円
◆書かない窓口等の導入　　　　　　 １億199万円
◆住民票の写し等のコンビニ交付　　　 3,155万円
◇大田葬斎場の長寿命化改修　　　 ２億1,780万円
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財政状況を見える化

＊財政調整基金…景気の変化や災害復旧などの
　　　　　　　　　想定外の支出に備える貯金

　人口は合併当初と比較すると25％減少していますが、
税収は近年増加しています。
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◎増加したもの……子育て世帯や障がい者、生活困窮者などを支援する
　　　　　　　　　扶助費（社会保障費）の増
◎減少したもの……職員数削減による人件費の減、過去の大型事業を行
　　　　　　　　　うときに借り入れた市債（借入金）の返済が完了し
　　　　　　　　　たことによる公債費（返済額）の減
◎貯めたもの………災害や将来の大型事業に備えた基金（貯金）の残高
　　　　　　　　　を確保（全ての基金を合計すると約51億円の残高)

◆合併当初と現在の
　　　　お金の使い道の変化

《市ホームページ》
財政見通しの詳細

合併当初（H17）

現在
（R６決算）
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　平成30年に発生した島根県西部地震への対応で減少
しましたが、その後は増加傾向にあります。

　過去に借り入れた市債（借入金）の返済が完了し、返
済額は小さくなり、残高は合併当初から約100億円減少
しています。
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～ 子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち“おおだ”であるために ～
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大田市の「５年先までの家計簿」中期財政見通し を策定しました

　今年度推計した令和12年度までの財政見通しでは、人口減少が進む中にあっても、市税や地方交付税が安定的
に確保できる見込みであることから、収支のバランスを保ち、必要な住民サービスを継続して提供できます。
　市民の皆さんがこれからも大田市で安心して暮らし続けていけるよう、今後も堅実で健全な財政運営に取り
組んでいきます。

歳入（収入）・歳出（支出）の実績と今後の見通し （単位：億円）

大型建設事業の実施スケジュール（予定）

▲ ▲

大田市の財政は大丈夫？

　大型建設事業をおこなうため、令和12年度には一時的に市債の残高は増加しま
すが、その後は過去に大型事業実施のために借りた市債の返済が次々に終わるこ
とから、令和17年度の残高は、令和７年度末より少ない250億円まで減少します。

市債残高も返済額も
減少見込！

　市債はいくつかのメニューに分かれてい
て、返済額の一部が「地方交付税」として
将来補填されるものがあります。
　今後も、市の財政負担を軽減できるよう、
条件の有利な市債を活用していきます。

　子育て拠点施設、大田小学校新校舎、
市役所新庁舎の設計や工事を予定してい
る令和８～12年度は一時的に支出が膨ら
みます

健全な財政運営のための取組目標（第２期中期財政運営方針より）
基金　……災害などの予期せぬ支出に対応できるように、経費節減や
　　　　　あらゆる収入の確保に努めて、一定程度の基金残高を確保
市債　……返済条件を適切に管理することで、後年度の負担を平準化
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令和８年度　大田市国民健康保険
　　　　　外来ドック・脳ドック 受診者の募集

対象者 （国民健康保険料の未納者は助成対象になりません）

申込方法

受診会場・日程など（予定）

（先着順ではなく抽選で受診日を決定します）

方法

受付期間

①しまね電子申請サービス ②電話予約

４月１日～４月30日
24時間　　

５月下旬に決定通知書を郵送します

ご不明な点については、市民課保険年金係 0854－83－8154まで、お問い合わせください。

４月21日～４月30日
平日の９：00から17：00まで

☎０８５４-８３-８１８１《専用ダイヤル》
☎０８５５-６５-３１１１《温泉津支所》
☎０８５４-８８-２１１１《仁摩支所》

オンライン
申請ページ

大田市国民健康保険の被保険者で
　・40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）の人。
　・75歳の（昭和26年度生まれ）誕生日前日までに受診可能な人。

下記の①か②のいずれかの方法で申し込んでください

●重複して健診を受けないでください。別途費用を徴収する場合があります。
　「各ドックと特定健診（自己負担無料）」「外来ドックと脳ドック」のような重複受診はできません。
●下記に該当する人は受診できない検査があります。事前に主治医にご相談ください。
　・ペースメーカーを埋め込んでいる人　・人工内耳の人
　・金属磁性体を体内に埋め込む手術を受けている人
　　（人工関節、固定ボルト、義眼、血管内ステント磁石を使った着脱式の歯科インプラント、脳動脈瘤クリップなど）

●自己負担金は「ＣＴ肺がん検診」「子宮頸がん検診」料金込みの金額です。　
●婦人科検診（子宮頸がん）について、申し込み時に受診希望を確認します。

受診会場

外来ドック

脳ドック

大田市立病院 浜田医療センター

令和８年６月～令和９年３月
自己負担金　8,000円

令和８年６月～令和９年２月　
自己負担金　8,000円

令和８年６月～令和９年３月
自己負担金　8,000円

ヘルスサイエンスセンター島根
（出雲市）

実施なし 令和８年６月～令和８年12月
自己負担金　10,000円

令和８年７月～令和９年１月
自己負担金　10,000円

外来ドック

問市民課（☎0854‐83‐8154）
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障がい者職場実習新規受入に対する
感謝状贈呈式を開催

消費生活 役立つ情報

・株式会社ラシック
　　訪問看護ステーションラシック
・ギャラリーいわたに住宅部
・社会福祉法人 慈光会　
　　特別養護老人ホーム湯の郷苑

消費者被害は財産被害
～自分の財産を守る行動をお願いします～　

【新規職場実習協力事業所】
（順不同、敬称略）

株式会社ラシック 大谷陽子代表取締役（左）

信用

できる？

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

【身近にあふれる「惑わせ広告」】
　いまやインターネットは、私たちの暮らしになくてはなら
ないものとなりました。情報収集や人との交流、金融取
引など便利に利用できます。とりわけインターネットを利用
した買い物は、スマホなどの端末でさまざまな広告を見る
ことができ、商品だけでなく役務（サービス）をその場で
簡単に注文できます。
　しかしその広告の中には消費者を惑わせるようなものも
含まれています。例えば、ＳＮＳを利用している時に出てく
る広告。化粧品、健康食品、家具家電、衣類などが大
幅な値下げと素晴らしさをうたって買い物を誘っています。
ところが実際注文してみると、頼んでないものが届いた、
壊れていた、お金を払ったのに届かない、定期購入だっ
たなどの消費者被害が多発しています。また、儲かると
勧誘する副業広告や有名人が投資を語る動画が、大き
な被害をもたらす詐欺だったというケースは数えきれない
ほどあります。

【消費者ＶＳ「惑わせ広告」】
　ＩＴ技術の進展により、画像や映像・音声などのデー
タは良くも悪くも加工されます。ネット上の広告も例外で
はありません。消費者の興味関心を引くような加工が施
された広告があふれています。私たち消費者は、このよ

うな広告に惑わされず、財産被害を出さないための行動
が大切です。

【財産を守る３つの行動】
１．「この情報は信用できるか」を考える
　特に、安いとか儲かるなどの広告や勧誘と接した時は、
まず信用できるかを考えましょう。ネットの口コミ情報も参
考になることがあります。
２．「特定商取引法に基づく表示」や規約を調べる
　広告画面やサイトの最後部分に記載されています。注
文の前に、事業者の連絡先やキャンセル・解約の方法
を必ず確認しましょう。支払ってしまうと返金が難しい場
合があります。また、広告画面や最終注文画面は証拠と
して画像で残しましょう。
３．困ったら迷わず相談する
　大田市消費生活センターでは、市民の皆さんの消費
に関する問い合わせや相談を受けています。消費者ホッ
トライン局番なしの１８８または、直通電話 0854－83－
8039をご利用ください。

問地域福祉課
 （☎0854‐83‐8143）

問大田市消費生活センター（☎0854‐83‐8039）

　２月19日、市と大田障がい者就業・生活支援センター「ジョブ亀の子」とハローワーク石見大田が、障がいのある
人の職場実習を新たに受け入れていただいた協力事業所に対して感謝状贈呈式をおこないました。
　市長は「敬意を表すとともに、深く感謝申し上げる。多くの人が職場実習をきっかけに一般就労につながっている。
今後さらに多くの事業所において、職場実習の受け入れが広がることを願っている」と話しました。また、株式会社
ラシックの大谷陽子代表取締役は「実習生は実習を通して雇用につなげたいという意欲をもって実習していた。今後も
地域に貢献していきたい」と話しました。
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気

持
ち
に
気
付
き
、
不
安
を
和
ら
げ

ら
れ
る
よ
う
な
安
心
感
と
信
頼
感

の
あ
る
看
護
師
を
目
指
し
、
日
々

の
学
び
を
大
切
に
頑
張
り
ま
す
。

今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら

れ
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
年
後
看
護
師
と
い
う
形
で

大
田
市
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
入
学
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
と

て
も
早
く
時
間
が
過
ぎ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
学
院
生
活
を
通
し
て

お
互
い
に
励
ま
し
合
え
る
仲
間
と

出
会
え
た
こ
と
で
、
学
院
生
活
も

私
生
活
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

せ
て
い
ま
す
。
１
年
の
後
期
で
は

初
め
て
の
病
院
実
習
に
加
え
、
テ

ス
ト
の
量
が
増
え
、
忙
し
く
な
り

ま
し
た
が
、
自
分
の
力
に
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
は
先

輩
が
勉
強
や
実
習
に
取
り
組
む
姿

を
見
て
、
毎
日
刺
激
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
学
校
で
の
演
習
や
病
院
実
習
を

通
し
て
、
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り

方
や
臨
床
で
の
看
護
技
術
を
身
に

つ
け
、
自
分
の
も
の
に
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
思
い
を
く

み
取
り
、
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
看
護
師
に
な
り
、
自

分
が
育
っ
て
き
た
大
田
市
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
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明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

　
市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
い
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
島
根
大
学
医
学
部
（
出
雲
市
）
や

島
根
県
立
石
見
高
等
看
護
学
院
（
益
田
市
）
に
推
薦
し
て
い
ま
す
。
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岩
谷
香
音
さ
ん

中
森
こ
ま
ち
さ
ん

和
田
絆
愛
さ
ん

石見高看
マスコット
キャラクター
「あゆみん」

島根県立石見高等看護学院（益田市）は、看護
学科・３年課程の専修学校です。学院の情報は、
ホームページ（https://sinc.ac.jp/）やインスタ
グラムをご覧ください。

《インスタグラム》

寄　附 ありがとうございます
（順不同・敬称略）

・株式会社ウシオ　グッディー大田店　
・ＪＡしまね石見銀山地区本部　ＪＡグリーンおおだ　

大田市地球温暖化対策地域協議会に対し、有料レジ袋
収益金をご寄付いただきました。

問大田市地球温暖化対策地域協議会
　事務局/環境政策課（☎0854‐83‐8071）《市ホームページ》

行政と市民が協働する『大田市の魅力発信』
『大田市の魅力が伝わる写真』をご提供いただきました

左から石見高等看護学院１年  岩谷香音さん、和田絆愛さん、中森こまちさん左から石見高等看護学院１年  岩谷香音さん、和田絆愛さん、中森こまちさん

　市では、市民の皆さんが撮影した
「大田市の魅力が伝わる写真」を募集
し、行政と市民が協働する『大田市
の魅力発信』をおこなっています。
　温泉津町にお住まいのかたから素
敵な写真をご提供いただきました。
「神楽と夕日」の写真です。ぜひ、カ
ラー写真を市ホームページ「フォト
おおだ」でご覧ください。
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大田市優良建設工事表彰
令 和 ７ 年 度

（令和６年度施工）

　市では、市内で施工された建設工事における施工
技術の向上および工事の適正な施工の確保を図る
ことを目的に、他の模範となる優良建設工事の施工
事業者並びに優秀建設技術者を表彰しています。
　令和８年２月13日に表彰式をおこない、令和６年
度に施工された工事の中から建設事業者５社、建設
技術者６人を選定し表彰しました。
　表彰工事、表彰事業者および表彰技術者は次の
とおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（順不同・敬称略）

【一般土木部門】
▽令和５年度　農地耕作条件改善事業　小山地区
　◎有限会社松原土木　○主任技術者　松原　徹
▽令和５年度　用悪水路整備事業　立花地区排水路
　◎石見銀山建設株式会社　
　〇主任技術者　樋ケ　啓二

▽令和６年度【緊急対策】石見銀山公園　山吹城遊歩道
　階段改修工事
　◎石見銀山建設株式会社　〇主任技術者　黒田　海斗
▽令和６年度　公共下水道事業（大田処理区）久手１号
　幹線管渠工事（第１工区）
　◎株式会社山﨑組　〇主任技術者　渡邊　雄一
▽令和６年度　道路改良工事　土江長久大迫線
　◎有限会社堂本工務店　〇主任技術者　山内　明
▽令和６年度　道路改良工事　寺前浜口線外
　◎有限会社安藤土木　〇主任技術者　渡邊　宏治

　　　　　　　　　　　 問総務課（☎0854‐83‐8020）

《市ホームページ》
優良建設工事表彰式

令和７年度　おおだ教育魅力化推進会議
「おおだ未来☆夢ランド」開催

推
進
会
議
の
様
子

　大学教授や脚本家、企業経営者など、さまざまな分
野で活躍する委員で構成する「おおだ未来☆夢ランド」
を１月26日、市役所で開催しました。この会議は、設
定したテーマについて、委員からの意見を、大田市の
教育の発展につなげることを目的としたものです。
◆テーマ「子どもたちの国際交流について」 
　市では、未来を担う子どもたちが、国内外の鉱山遺
跡を有する地域や、ゆかりの深い地域と、互いの歴史
や文化を理解し合い、良きパートナーとして広くつな
がることを願って、市内小学校と国内外の学校との交
流を始めています。 
　大田小学校とポーランド、温泉津小学校と台湾との
交流では、児童が主体的に内容を企画し、動画を撮影・
編集している様子が報告されました。
　委員からは、交流を「スペシャル（特別）なイベン
ト」に留めず「日常的」に海外とつながれる環境づく
りなどの提案がありました。 
　また、鉱山遺跡（石見銀山）という共通の絆を軸に、
自国文化への誇りや互いを認め合うことなど、世界を
視野に未来を切りひらく教育の魅力化に向けた、前向
きで建設的な議論がおこなわれました。
　　　　 問学事・魅力化推進室（☎0854‐83‐8160）

リアル×オンラインでトークイベント
「これからの暮らしと働き方」

　都会地で働きながら地方で暮らすことに関心のある
デザイナーやＷＥＢディレクターといったクリエイ
ター層を対象に、地域で暮らしながら働くことをＰＲ
するトークイベントを１月12日に開催しました。
　イベントでは、シェアリングエコノミー協会の代表
理事を務め、数々のＴＶ番組にも出演する石山アン
ジュさんと、石見銀山群言堂グループ社長の松場忠さ
んが登壇。国の政策としても注目されている二地域居
住と“シェアライフ”をテーマに、地域で働くことの
魅力を対談形式で深堀りしました。
　会場となった大森町の古民家には県外から12人、オ
ンラインからは50人の参加があるなど、予想を上回る
反響がありました。
　現地参加者には大森町と温泉津町のまち歩きも実施
し、世界遺産でありながら生活が営まれ、古民家を再
生し活気を取り戻している様子や若者の起業が進む様
子など、大田市の地域が持つ魅力を存分に感じていた
だく機会となりました。
　トークイベント、まち歩きともに参加者からは活発
な質問が寄せられるなど、地域で暮らしながら働くこ
とへの関心の高さがうかがえるイベントとなりました。
　　　　　　　　 問産業企画課（☎0854‐83‐8072）

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

石
山
ア
ン
ジ
ュ
さ
ん（
左
）

と
群
言
堂
の
松
場
社
長

11



　いつもの食事に、まずは野菜を１品プラスしてみましょう。350ｇとれるメニューの例はこちらです。
　　・サラダ
　　・具だくさんみそ汁
　　・切り干しだいこんの煮物
　　・ほうれん草のお浸し
　　・きゅうりの酢の物など
　野菜を取り入れ、健康で健やかな毎日を送りましょう。
※　持病をお持ちの人は主治医へご相談ください。

6.06.0

4.34.3

8.18.1

5.45.4

7.87.8

3.83.8

6.06.0
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はじめよう野菜生活！
問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

「第２期おおだ健やかプラン」アンケート（健康調査）より

　野菜は、毎日の食事に欠かせない大切な食べ物です。
ビタミンやミネラル、食物繊維が豊富で、体の調子を整え
る働きをしてくれます。
　しかし「毎日しっかり野菜を食べている」と言える人は、
実は多くありません。市の健康調査では、野菜料理を１日
３皿以上食べている人は約３割にとどまっており、国が目
標とする１日350ｇ（小鉢で約５皿分）以上を食べている
人は１割にも届いていません。（グラフ参照）
　ここでは野菜を食べるメリットと350ｇを目指すコツを
お伝えします。

野菜を食べるメリット

目標は１日３５０ｇ（小鉢で５皿分）

＼詳しくはこちら／

厚生労働省　パンフレット
『「野菜を食べなきゃ」と思っている
けど行動に移せていないあなたに』

いつもの食事に野菜をもう１皿！

献血に

ご協力ください
4月24日㈮

大田市役所（大田町）

 13：00～16：30　　

ビタミン・ミネラルで
免疫力のアップ

＼ ＼

食物繊維で
便秘の予防・改善
＼ ＼

食物繊維・カリウムで
糖尿病・高血圧などの
生活習慣病の予防・改善

＼ ＼

今月の「＋１」
プラスワン

♡

こんにちは
栄養士です



身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

身体計測、授乳相談
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以下の人は☆マークの検診が無料です。
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
　※　受診時に証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

健康ガイド４月

13

がん検診（個別）

４月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

母子健康手帳・おむつ
バスタオル９:00～10:30

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

ごくごく
授乳相談 13:00～16:3022日㈬

こども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

大田市役所　４階和室８日㈬

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

乳幼児相談

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

種　類 医療機関 対象者など 予約方法

50歳以上
・令和７年度胃がん検診

（胃バリウム検査・胃内視鏡
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
※　無料になる人…生活保
護世帯の世帯員、市民税非
課税世帯の世帯員のみ

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院大田市

胃がん
（胃内視鏡）

検診

島根県立中央病院ほか６医療機関
（市ホームページをご確認ください）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

出雲市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根
（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市

20歳以上の女性
（対象者に個別通知を送付
します。）
◎自己負担金
・子宮頸部細胞診 1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

令和７年度乳がん検診を受
けていない人
40～49歳の女性

（２方向撮影）　2,000円
50歳以上の女性

（１方向撮影）　1,500円

【予約サイト】

直接各医療機関へ
予約してください。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）
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25日㈯　10:30～
18日㈯　14:00～ 
１日㈬～８日㈬
４月４日㈯～５月３日㈰
８日㈬～27日㈪
18日㈯　10:15～

11日㈯　①10:30～ ②14:00~
25日㈯　14:00～

図書館

仁 摩

行　　事 日　　時

わらべうたとおはなしの会
ストーリーテリング
自閉症・発達障がい啓発展
おすすめこどもの本展
大国・仁摩陶芸合同作品展
おはなし会

おはなし会
中 央

土火 木 金日 月 水

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

石見銀山遺跡の
発掘調査　その６

『小学生取扱説明書 －「うちだけ？」が、「うちも！」に
変わる！予測不能な日々を、笑いに変えるあるある集－』
　　　　　　　　　　　　やまかな∥著　理工図書

おすすめの本

14

◇展示テーマ

問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

第36回

市ホームページ

　

４月の図書館お休みの日◇４月の行事

　
豊
栄
神
社
の
発
掘
調
査
成
果
に

つ
い
て
、
前
回
に
続
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
発
掘
調
査
に
よ
り
、
境
内
の
各

所
に
は
昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年

の
水
害
に
よ
っ
て
流
入
し
た
大
量

の
土
砂
が
、
今
も
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
土
砂
は

境
内
南
側
で
厚
く
堆
積
し
、
土
塀

や
玉
垣
、
灯
籠
な
ど
は
境
内
北
東

側
を
中
心
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
土
石
流
は
南
西
方
向

か
ら
境
内
に
押
し
寄
せ
、
南
西
側

の
土
塀
や
玉
垣
・
石
造
物
の
一
部

を
押
し
流
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
殿
と
拝
殿
の
間
に
は

大
き
な
溝
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
溝
も
土
石

流
に
よ
っ
て
一
気
に
埋
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
溝
の
中
か
ら
は
、
水

害
の
際
に
転
落
し
た
と
考
え
ら
れ

る
、
直
径
２
ｍ
を
超
え
る
大
き
な

石
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
石

は
、
当
時
の
土
石
流
が
い
か
に
激

し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
土
石
流
が
土
塀
に
ぶ

つ
か
っ
た
こ
と
で
勢
い
が
弱
ま
り
、

本
殿
な
ど
主
要
な
建
物
が
流
失
を

免
れ
た
こ
と
は
、
不
幸
中
の
幸
い

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
水
害
直

後
の
境
内
に
は
膝
ま
で
埋
ま
る
ほ

ど
の
土
砂
が
堆
積
し
て
い
た
そ
う

で
す
。し
か
し
当
時
は
戦
時
中
で
、

多
く
の
男
性
が
徴
兵
に
よ
っ
て
大

森
を
離
れ
て
お
り
、
復
旧
に
必
要

な
人
手
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
流
さ
れ
た
石
造
物
を

撤
去
し
な
い
な
ど
十
分
な
復
旧
作

業
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
ま
ま
、
水

害
の
爪
痕
が
現
在
ま
で
残
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

■：２館共通

『ちょこっと読書』
　暖かくなり新たなスタートが始まります
ね。忙しくてもすきま時間に読める生活に
役立つ本や短編集などを集めてみました。
ぜひ一息入れるときに本もご一緒に。

仁
　摩

中
　央

『ユーモアのある暮らし』
　４月は新しい出会いと再スタートが交差
する特別な月。そんなちょっと不安な時期
にふっと心が軽くなるような本を読んで、
笑顔になってもらえたらと思います。

水
害
で
埋
も
れ
た
石
造
物

大
溝
と
巨
石

　「こうすべきではない」というよう
な子育ての正解を示すものではなく、
共感できる小学生あるあるを読んで
いくうちに「それで大丈夫」と思え
て心が軽くなる説明書です。
　すきま時間に気軽に読んでみたく
なる一冊です。

（中央図書館所蔵）
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制
度
の
概
要
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
市
町
村
が
住
民

票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
、

本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
（
弁
護

士
、
司
法
書
士
な
ど
の
＊
八
士
業

な
ど
）
に
交
付
し
た
際
に
、
そ
の

事
実
を
事
前
に
登
録
し
た
本
人
へ

通
知
す
る
制
度
で
す
。

　
通
知
を
受
け
た
本
人
は
「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の

規
定
に
よ
り
、
交
付
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
開
示
請
求
を
お
こ
な
う

こ
と
が
で
き
、
自
身
の
個
人
情
報

が
「
い
つ
・
ど
の
よ
う
な
目
的

で
」
交
付
さ
れ
た
の
か
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

個
人
情
報
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
へ

の
不
安
を
軽
減
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

身
元
調
査
と
は

　
身
元
調
査
と
は
、
結
婚
や
就
職

な
ど
の
場
面
で
、
本
人
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
、
本
籍
、
出
生
、
家

族
構
成
、
家
族
の
職
業
、
国
籍
、

思
想
・
信
条
な
ど
の
個
人
情
報
を

調
べ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
会
社
な
ど
に
依

頼
し
て
戸
籍
や
住
民
票
を
不
正
に

取
得
し
た
り
、
知
人
や
近
隣
住
民

に
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
り
す

る
方
法
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
身
元
調
査
は
、
本

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
出

身
地
や
家
族
関
係
な
ど
、
本
人
の

努
力
で
は
変
え
ら
れ
な
い
事
柄
を

理
由
に
、
結
婚
や
就
職
の
機
会
を

不
当
に
制
限
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
結
婚
差
別
や
就
職

差
別
な
ど
の
重
大
な
人
権
侵
害
を

引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
身
元
調
査
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

制
度
導
入
の
背
景
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
か
ら
平
成
20
年
に
か

け
て
、
第
三
者
に
よ
る
住
民
票
や

戸
籍
謄
本
の
不
正
請
求
事
件
が
全

国
で
相
次
い
で
起
こ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
件
を
受
け
、
国
に

お
い
て
は
平
成
20
年
に
戸
籍
法
お

よ
び
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改

正
を
お
こ
な
い
、
第
三
者
が
交
付

請
求
で
き
る
場
合
の
目
的
を
限
定

す
る
な
ど
、
不
正
請
求
防
止
に
向

け
た
制
度
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
一
方
で
、
こ
う
し
た
法
制
度
に

よ
る
対
策
だ
け
で
は
、
住
民
本
人

が
不
正
な
請
求
の
事
実
を
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
課

題
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
際

に
、
平
成
23
年
に
は
職
務
上
請
求

書
の
偽
造
に
よ
る
大
規
模
な
不
正

請
求
事
件
が
全
国
で
発
覚
し
、
制

度
面
の
整
備
に
加
え
、
住
民
自
身

が
不
正
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
の
必
要
性
が
改
め
て
認
識
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
国

の
制
度
と
は
別
に
、
住
民
の
安
心

を
よ
り
直
接
的
に
確
保
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
町
村
が

独
自
に
実
施
し
て
い
る
の
が
「
事

前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」で
す
。

平
成
21
年
に
は
大
阪
狭
山
市
が
全

国
で
初
め
て
導
入
し
、
そ
の
後
、

全
国
の
多
く
の
自
治
体
へ
と
広
が

り
ま
し
た
。

　
大
田
市
で
は
、
県
内
で
初
め
て

平
成
23
年
に
本
制
度
を
導
入
し
、

３
月
１
日
現
在
、
４
４
９
名
の
人

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
導
入
の
効
果
に
つ
い
て

　
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
第

三
者
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
こ
と

を
早
期
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
不

正
な
取
得
で
あ
る
疑
い
が
あ
れ

ば
、
個
人
情
報
開
示
請
求
に
よ
り

事
実
関
係
を
究
明
す
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
制
度
が
周
知
さ
れ
る
こ

と
で
、
委
任
状
偽
造
の
未
然
防
止

に
つ
な
が
り
、
身
元
調
査
な
ど
に

悪
用
さ
れ
る
こ
と
を
抑
制
す
る
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

登
録
手
続
き
に
つ
い
て

●
登
録
で
き
る
人

　
大
田
市
に
住
民
票
ま
た
は
本
籍

　
の
あ
る
人

●
持
参
す
る
も
の

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
顔

　
写
真
つ
き
の
本
人
確
認
書
類

●
手
続
き
場
所

　
市
役
所
本
庁
市
民
課

　
温
泉
津
支
所
・
仁
摩
支
所

●
手
数
料
　
無
料

人
権
尊
重
社
会
に
む
け
て

　
市
で
は
、
大
切
な
個
人
情
報
を

守
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
な

い
社
会
を
目
指
し
て
こ
の
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
偏
見
や

差
別
意
識
を
持
た
ず
、
差
別
や
人

権
侵
害
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
登
録
者
が
増
え
る
ほ
ど
、
不
正

取
得
に
対
す
る
抑
止
力
は
高
ま
り

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

＊
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、
弁
理
士
、
海
事
代
理
士
、

行
政
書
士
を
ま
と
め
た
呼
称
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

15

きずな
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　
皆
さ
ん
は
「
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
こ
の
制
度
の
概
要
や
導
入
の
背
景
、
登
録
の
方
法
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。



不
良
空
家
の
除
却
費
を

一
部
補
助
し
ま
す

　
除
く
）

▽
補
助
の
条
件

・
事
前
に
調
査
を
申
し
出
て
、
不

　
良
空
家
の
確
認
（
判
定
）
を
受

　
け
る
こ
と

・
不
良
空
家
の
全
部
を
除
却
す
る

　
工
事
で
あ
る
こ
と

▽
補
助
金
額

・
補
助
経
費
の
５
分
の
４
（
上
限

　
50
万
円
）

※
　
居
住
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い

蔵
や
物
置
な
ど
の
建
物
、
建
物
に

付
属
す
る
塀
、
樹
木
な
ど
の
除
却

に
要
す
る
費
用
は
対
象
外
で
す
。

▽
受
付
期
間
　

　
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
15
日
㈪

▽
補
助
件
数
　
６
件
（
予
定
）

※
　
先
着
順
で
は
な
く
、
審
査
に

よ
り
緊
急
度
の
高
い
空
家
に
つ
い

て
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
４
）

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
、
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。
 

▽
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

・
１
人
に
つ
き
１
台

・
所
有
者
は
原
則
、
障
が
い
者
な

　
ど
の
本
人
で
す
が
、
本
人
が
所

　
有
す
る
軽
自
動
車
が
な
い
場
合

　
に
限
り
、
生
計
を
一
に
す
る
人

　
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
対
象

・
障
が
い
者
な
ど
を
「
常
時
介
護

　
す
る
人
」が
運
転
す
る
場
合
は
、

　
障
が
い
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽

　
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
に
限

　
る

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

　
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

　
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
う
ち

　
１
点

※
　
対
象
と
な
る
等
級
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

　（
マ
イ
ナ
免
許
証
の
場
合
は
、運

　
転
免
許
情
報
が
分
か
る
書
類
）

③
減
免
を
受
け
る
車
の
自
動
車
検

　
査
証
（
車
検
証
）

　
建
物
に
一
定
程
度
の
破
損
が
あ

り
、
周
辺
に
及
ぼ
す
危
険
性
が
高

い
空
家
の
除
却
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

▽
補
助
対
象
者
　
空
家
の
所
有
者

　
ま
た
は
相
続
人
、
も
し
く
は
そ

　
の
同
意
を
得
た
土
地
の
所
有
者

▽
対
象
と
な
る
空
家

・
市
内
に
あ
り
、
お
お
む
ね
１
年

　
以
上
の
使
用
実
態
が
な
い
一
戸

　
建
て
の
住
宅
ま
た
は
店
舗
併
用

　
住
宅
（
自
己
の
居
住
の
用
に
供

　
す
る
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の

　
１
以
上
の
も
の
に
限
る
。）

・
登
記
事
項
証
明
書
に
所
有
者
以

　
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
な

　
い
住
宅
（
同
意
が
あ
る
場
合
を

※
　
電
子
化
さ
れ
た
自
動
車
検
査

証
（
電
子
車
検
証
）
の
場
合
は

「
自
動
車
検
査
証
記
録
事
項
」の
添

付
が
必
要
で
す
。

④
減
免
申
請
書

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

　
通
知
カ
ー
ド

※
　
令
和
７
年
度
に
減
免
を
受
け

た
人
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
郵
送
で
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

　
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

※
　
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
減

免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
　
普
通
自
動
車
は
、
西
部
県
民

セ
ン
タ
ー
県
央
事
務
所
（
あ
す
て

ら
す
内
／
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９

５
７
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
・
問
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

　
事
前
に
市
民
課
へ
の
予
約
が
必

要
で
す
。

◇
休
日
窓
口
（
日
曜
日
）

　
４
月
12
日
・
５
月
10
日

　
８
時
30
分
〜
12
時
　

◇
平
日
窓
口
延
長

　
４
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭
・
20
日

　
㈪
・
５
月
18
日
㈪

　
17
時
20
分
〜
19
時
40
分

▽
申
請
・
交
付
場
所
　

　
市
役
所
本
庁
　
市
民
課

※
　
支
所
で
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
現
住
所
が
温
泉
津
町
と
仁
摩

町
の
人
は
、
各
支
所
で
カ
ー
ド
を

保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
５
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
の

交
付
事
務
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
予
約
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
７
）

【
退
職
す
る
】

　
職
場
を
退
職
し
た
際
、
健
康
保

険
は
次
の
３
つ
か
ら
選
び
、
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
現
在
の
職
場
の
健
康
保
険
に

　「
引
き
続
き
」加
入
す
る
↓
ご
自

　
身
の
職
場

②
家
族
の
健
康
保
険
の
「
被
扶
養

　
者
」
に
な
る
↓
家
族
の
職
場

③
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
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市　勢
（令和８年３月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　30,686人　（△  57）
　・男　　14,776人　（△  37）
　・女　　15,910人　（△  20）
○世帯数　15,100世帯（△  31）
○出生数　　　11人
○死亡数　　　42人
○面　積　435.34㎢

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先
申

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

６
月
１
日
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設

異
動
に
伴
う

健
康
保
険
の
手
続
き

申

申



　
す
る
↓
本
庁
市
民
課
ま
た
は
各

　
支
所
市
民
生
活
課

│
│
│
に
お
い
て
手
続
き
が
必
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
加
入
す
る
健
康
保
険
ご
と
に
負

担
す
る
保
険
料
が
異
な
り
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
料
の
試
算

　
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
０
８
５

　
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
外
に
進
学
す
る
】

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
進
学
の
た
め
市
外
に
転

出
す
る
場
合
は
、
特
例
に
よ
り
引

き
続
き
大
田
市
の
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
在
学
証
明
書
か
学
生
証
の
写
し

を
持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
国
保
の
資
格
が
卒
業

予
定
の
日
ま
で
継
続
し
ま
す
。

　
当
初
の
卒
業
予
定
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　「
縦
覧
」制
度
は
、納
税
者
の
皆

さ
ん
が
所
有
す
る
資
産
の
評
価
が

適
正
で
あ
る
か
、
確
認
で
き
る
よ

う
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

▽
固
定
資
産
の
縦
覧
期
間
　

　
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　（
閉
庁
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
で
き
る
人
　
納
税
者
、
ま

　
た
は
納
税
者
か
ら
委
任
を
受
け

　
た
人
（
委
任
状
が
必
要
）

※
　
縦
覧
は
無
料
で
す
。

▽
縦
覧
を
お
断
り
す
る
場
合

・
所
有
者
を
特
定
し
た
縦
覧
「
〇

　
〇
さ
ん
の
土
地
の
価
格
を
知
り

　
た
い
」
な
ど

台
帳
閲
覧
は
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ

　
ご
自
身
の
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
「
閲
覧
」
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▽
閲
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者
本
人
、
ま
た
は
同

　
一
世
帯
員
（
委
任
状
は
不
要
）

②
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受
け

　
た
人
（
委
任
状
が
必
要
）

③
借
地
人
、
借
家
人
（
借
地
、
借

　
家
部
分
に
つ
い
て
の
み
閲
覧
可

　
能
。
借
地
、
借
家
の
事
実
が
わ

　
か
る
貸
借
契
約
書
な
ど
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。）

※
　
縦
覧
、閲
覧
と
も
法
人
に
つ
い

て
は
、代
表
者
が
お
こ
な
う
場
合
で

あ
っ
て
も
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
　
縦
覧
、
閲
覧
は
本
庁
税
務
課

の
ほ
か
、
各
支
所
市
民
生
活
課
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
４
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
５
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

第
１
回
試
験

▽
試
験
日
　
６
月
７
日
㈰

▽
受
付
期
間
　（
書
面
・
電
子
申

　
請
）
４
月
３
日
㈮
〜
17
日
㈮

▽
会
場
　
出
雲
・
大
田
・
益
田

第
２
回
試
験

▽
試
験
日
　
６
月
14
日
㈰

▽
受
付
期
間
　
第
１
回
に
同
じ

▽
会
場
　
松
江
・
浜
田
　
隠
岐

第
３
回
試
験

▽
試
験
日
　
10
月
25
日
㈰

▽
受
付
期
間
　（
書
面
・
電
子
申

　
請
）
８
月
21
日
㈮
〜
９
月
４
日

　
㈮

▽
会
場
　
松
江
・
大
田
・
益
田

第
４
回
試
験

▽
試
験
日
　
11
月
１
日
㈰

▽
受
付
期
間
　
第
３
回
に
同
じ

▽
会
場
　
出
雲
・
浜
田
・
隠
岐

※
　
受
験
願
書
は
最
寄
り
の
消
防

署
に
あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

（
乙
種
第
４
類
）

第
１
回

▽
実
施
日
　
５
月
12
日
㈫

▽
会
場
　
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

　
中
会
議
室
（
松
江
市
）

▽
定
員
　
36
人

第
２
回

▽
実
施
日
　
５
月
14
日
㈭

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る
　
３
０
１

　
研
修
室
（
浜
田
市
）

▽
定
員
　
30
人

※
　
受
講
申
請
・
払
込
期
限
は
講

習
会
の
１
週
間
前
ま
で
で
す
が
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
れ
ま

す
。

※
　
受
講
申
請
書
は
最
寄
り
の
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

　
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
利

用
券
を
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持
者

　（
総
合
等
級
１
級
ま
た
は
２
級
）

②
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）
所
持
者

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

　（
等
級
問
わ
ず
）
所
持
者

※
　
い
ず
れ
も
有
効
期
限
内
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

▽
申
請
開
始
日
　
３
月
30
日
㈪

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
　

　
有
効
期
限
内
の
手
帳

※
　
複
数
種
類
の
手
帳
を
お
持
ち

の
人
は
、
該
当
す
る
手
帳
を
す
べ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他

・
交
付
枚
数
は
１
人
に
つ
き
１
年

　
間
で
24
枚
で
す
。

・
い
か
な
る
理
由
で
も
再
発
行
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

・
運
賃
の
額
に
応
じ
て
、
乗
車
１

　
回
に
つ
き
２
枚
ま
で
使
用
可
能

　
で
す
。

・
申
請
の
代
行
は
で
き
ま
す
が
、

　
対
象
者
の
「
申
請
に
必
要
な
も

　
の
」
を
す
べ
て
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
。

・
有
効
期
間
を
過
ぎ
た
利
用
券
は

　
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
の

　
窓
口
ま
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
２
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
３
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）
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固
定
資
産
の
縦
覧
は

６
月
１
日
ま
で

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
・
乙
・
丙
種
）

大
田
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
発
行
に
つ
い
て
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大
田
葬
斎
場
休
場

　
市
で
は
、
犯
罪
被
害
者
お
よ
び

そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
（
研
修

会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
22
日
㈬

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
４
階
集
会
室

▽
講
師
　
上
田
い
ず
み
さ
ん

　（
公
社
）島
根
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
　
事
務
局
長

▽
演
題
　「
被
害
」は
遠
い
世
界
の

　
こ
と
で
し
ょ
う
か

　
〜
犯
罪
被
害
者
等
に
寄
り
添
う

　
支
援
活
動
に
つ
い
て
〜

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
が
あ
り
ま
す

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

事
業
実
施
団
体
募
集

　
市
で
は
、
芸
術
文
化
活
動
や
団

体
育
成
な
ど
の
活
性
化
が
期
待
で

き
る
事
業
に
対
し
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象
事
業

　
芸
術
文
化
活
動
へ
の
参
加
や
鑑

　
賞
の
機
会
を
つ
く
り
、
そ
の
活

　
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市

　
民
参
加
や
人
材
育
成
な
ど
が
期

　
待
で
き
る
持
続
可
能
な
事
業
。

特
別
事
業

▽
事
業
概
要
　
通
常
で
き
な
い
規

　
模
の
事
業
の
実
施
（
文
化
力
向

　
上
、
周
年
事
業
、
芸
術
文
化
創

　
造
発
信
事
業
、
他
団
体
と
の
コ

　
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
）

▽
補
助
率
　
補
助
対
象
経
費
の
２

　
分
の
１
以
内

▽
補
助
限
度
額
　

　
上
限
20
万
円
／
団
体

※
　
事
業
規
模
に
よ
り
補
助
額
決

定
。

一
般
事
業

▽
事
業
内
容
　
通
常
の
芸
術
文
化

　
活
動
（
地
域
力
向
上
、
活
動
支

　
大
田
葬
斎
場
は
長
寿
命
化
改
修

工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
休
場
し

ま
す
。

▽
休
場
期
間
　

　
４
月
１
日
㈬
〜
11
月
30
日
㈪

　
休
場
中
は
温
泉
津
・
仁
摩
葬
斎

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
４
月
18
日
㈯
14
時
〜

▽
場
所
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
上
映
作
品
　「
栞
」（
２
０
１
８

　
年
／
１
１
８
分
）
　

▽
内
容
　
大
分
県
を
舞
台
に
、
理

　
学
療
法
士
の
青
年
が
さ
ま
ざ
ま

　
な
境
遇
の
患
者
た
ち
や
周
囲
の

　
人
々
と
向
き
合
い
な
が
ら
成
長

　
し
て
い
く
姿
を
描
い
た
人
間
ド

　
ラ
マ
。

　（
出
演
／
三
浦
貴
大
　
鶴
見
辰

　
吾
　
ほ
か
）

問
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
援
な
ど
）

▽
補
助
率
　
補
助
対
象
経
費
の
10

　
分
の
10

▽
補
助
限
度
額
　
上
限
２
万
円
／

　
団
体

い
ず
れ
も

▽
補
助
対
象
経
費
　
講
師
に
対
す

　
る
謝
金・旅
費
、
消
耗
品
費
、印

　
刷
製
本
費
、
会
場
使
用
料
な
ど

※
　
た
だ
し
、国
、県
ま
た
は
市
が

交
付
す
る
他
の
補
助
金
の
対
象
と

な
る
事
業
お
よ
び
学
校
の
管
轄
下

で
お
こ
な
わ
れ
る
事
業
は
対
象
外
。

◇
補
助
対
象
者
　

　
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る
芸

　
術
文
化
活
動
を
お
こ
な
う
団
体

◇
提
出
書
類
　

　
事
業
計
画
書・収
支
予
算
書
な
ど

◇
募
集
期
間
　
９
月
30
日
㈬
ま
で

※
　
予
算
に
達
し
次
第
、
終
了
と

な
り
ま
す
。

※
　
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
　
内
容
に
よ
っ
て
は
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
お
こ
な
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
大
田
市
民
会
館

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
９
３
８
）

　
大
田
市
で
の
「
シ
ル
バ
ー
派
遣

事
業
」
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
っ
て
な
に
？
」

「
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
？
」な
ど
、

皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
14
日
㈫

　
10
時
〜
11
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

▽
申
込
期
限
　
４
月
13
日
㈪

▽
申
込
方
法
　
電
話

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 ４月の予定 子ども　無料
大　人　①③300円 ②④200円

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

25日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
18日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
18日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
24日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

催
　
　
し

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

令
和
８
年
度
第
１
回
人
権
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お

お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
第
１
回

人
権
・
同
和
問
題
研
修
会

募
　
　
集

令
和
８
年
度
　
大
田
市

文
化
団
体
育
成
事
業
等
補
助
金

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

申
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令和８年度 ごみ指定袋掲載広告募集
　令和８年度に作成する「大田市ごみ指定袋」に広告掲載を希望する事業者を募集します。申込書と広告案など
を添えて、応募してください。
　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。
▽募集期間　４月１日㈬～４月17日㈮
▽広告掲載期間　広告掲載ごみ指定袋の完売まで
▽広告掲載位置　ごみ指定袋の外袋おもて面
▽広告原稿　広告主が作成
※　広告内容は「大田市広告掲載要綱」に基づき審査します。
※　大田市ごみ指定袋を販売している事業者は応募できません。
※　申し込み多数の場合は抽選とします。
※　作成予定数は広告募集時点のものです。在庫状況により増減することがあります。
▽募集する枠および広告掲載料

子ども医療電話相談

＃８０００
つながらない場合　☎03‐3478‐1060

【受付時間】平日／19：00～翌朝９：00
　　　　　　土日・祝日／９：00～翌朝９：00
　※　東京都内までの通話料が必要です。

家庭用燃やせるごみ

家庭用不燃ごみ

広告サイズ（外袋サイズ）ごみ指定袋種類 募集枠

１枠

広告掲載料
（税込）

縦７㎝×横12㎝
（縦30.5㎝×横26.0㎝）

１枠 縦６㎝×横10㎝
（縦26.0㎝×横23.5㎝）

１枠 縦７㎝×横12㎝
（縦30.5㎝×横26.0㎝）

１枠

70,000袋

64,000袋

5,600袋

2,000袋

55,000円

44,000円

55,000円

44,000円

大

中

大

中

縦６㎝×横10㎝
（縦26.0㎝×横23.5㎝）

作成予定数
（１袋10枚入り）

問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

令和８年度  高齢者定期予防接種に関するお知らせ
肺炎球菌予防接種

　令和８年４月１日接種分より、定期接種で使用
するワクチンが「23価肺炎球菌ワクチン（ニュー
モバックス）」からより高い予防効果が期待でき
る「20価肺炎球菌ワクチン（プレベナー20）」に
変わります。
　これに伴い、自己負担額は4,000円に変更にな
ります。
　対象者には個別通知を送付します。対象者やワ
クチンの内容など、詳細は市ホームページをご覧
ください。

帯状疱疹予防接種
▽対象　年度末年齢が65歳の人
　（経過措置）70・75・80・85・90・95・100歳の人
　対象者には４月上旬に個別通知を送付します。
※　60～64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障
害があり、日常生活がほとんど不可能な人も対象となり
ます。
▽自己負担額
　・生ワクチン　3,000円（１回接種）
　・組み換えワクチン　１回8,000円（年度内に２回接種）
詳細は市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　 問地域医療推進課（☎0854‐83‐8153）

こどもの救急〔対象:生後１か月～６歳まで〕

スマホからもＯＫ！！もちろんアクセスフリー！！

夜間や休日などの診療時間外に医療機関を受診す
べきかどうかの判断の目安となるサイトです。

こどものＱＱ
Click!!

変更が

あります



相続登記の申請が義務化されました
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ごみの持ち込み

４月不燃ごみの収集日

　

持ち込み場所
▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　平日は持ち込みできません。

  
持ち込み時間

【月～金】（祝日を除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【第１・第３日曜日】　５日・19日　
一般家庭のみ
８時30分～11時30分

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
大田（橋北）
大田（橋南）

22
17
23
27
24
21
15
16
20
28
23

日日８
３
９
13
10
７
１
２
６
14
９

30日
30日

特定空家等の略式代執行に伴う
　　　　　　　 事前の公告について

　市では、空家等対策の推進に関する特別措置法（平成26年法律第127号。
以下「法」という。）に規定する「特定空家等」に認定した建築物につい
て、当該特定空家等の所有者または管理者を確知できないため、法第22条
第10項の規定により、次のとおり公告します。
１.対象となる建築物（特定空家等）の概要
 （１）所在地　　島根県大田市仁摩町仁万1576番地
 （２）種　類　　納屋
 （３）構　造　　木造瓦葺２階建
 （４）床面積　　102.48平方メートル

２.特定空家等に対する必要な措置
　所有者などは、１の建築物の除却を３の期限までにおこなうこと。
　なお、期限までに除却をおこなわないときは、市長またはその命じた者
もしくは委託した者（以下「市長など」という。）が、当該建築物の除却
をする。なお、所有者などが確知された場合は、その費用を所有者などか
ら徴収する。

３.措置の期限
　令和８年４月16日㈭

４.動産などの取り扱い
　市長などが２の措置をおこなうときは、建築物の内部およびその敷地に
残置されている動産などを撤去し、処分する。
　動産などについて権利などを主張しようとする者は、３の期限までに運
び出し、またはその物を指定して保管し、もしくは引き渡すよう、以下の
問い合わせ先へ通知すること。
　　　　　　　　　 問都市計画課市営住宅・空家係（☎0854‐83‐8174）

　市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルに、広報音訳ボランティア
「ベルの会」の皆さんが広報おおだを音声にした「声の広報」
の一部を投稿しています。ぜひお聴きください。

市公式
ＹｏｕＴｕｂｅ 問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルに
「声の広報」を投稿中



申

申

申

申
申

年金相談（要予約）
７日㈫　10時～15時
16日㈭  10時～15時

市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

７日㈫　９時～15時
予約締切　３月30日㈪　16時 市役所４階小講堂

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

３日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館
行政・人権合同相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

17日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター
人権相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

17日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
10日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

４月の相談
生活相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

14日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

３日・10日・17日・
24日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料
３回目の継続相談
から有料

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

こころの健康相談（要予約）
23日㈭　13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）
県央保健所21日㈫　９時30分～11時

申

難病相談
しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）
オンライン相談も可能

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

８日㈬ 
13時30分～15時30分

法的問題・法的手続きな
ど（来所）

相続問題、不動産に関す
ることなど（来所）

　・問大田市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

広報おおだ　Ｒ8（2026）3.2621

浜保6ね第1号

期限内に納付をお願いします税・保険料

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　３月27日㈮、30日㈪、31日㈫
　４月27日㈪、28日㈫、30日㈭

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
国民健康保険料

後期高齢者医療保険料

４日㈯　10時～11時30分

移動ナースバンク（要予約）

申　・問ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
看護補助者（資格不問）もご相談に応じます。

22日㈬　13時30分～16時 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

ハローワーク石見大田
福祉職場相談会

22日㈬　13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

10日㈮　19時～20時30分

３月31日
９期
９期
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～詳しくは二次元コードを読み込んで市ホームページ「市長の日記」へ～
【2025年度第６回全国Ｕ15バスケットボール選手権大会】
　１月４日から８日に京王アリーナＴＯＫＹＯ（東京都）でおこなわれた「第６
回全国Ｕ15バスケットボール選手権大会」に出雲北陵中学校３年生の杉本心温
さん（大田市在住）が出場したことを、２月３日、市長に報告しました。
　杉本さんは「レベルの高い相手と大きな会場で戦うという、これからもバス
ケを続けていくうえで大切な経験をすることができた」と話しました。

【観光甲子園２０２５決勝大会】

【第 73回全日本吹奏楽コンクール・第 38回全日本マーチングコンテスト】

乳がんマンモグラフィ撮影装置更新のため
クラウドファンディングにご協力を！

《募集サイト》

問市立病院経営企画課（☎0854‐82‐0330）

　乳がんは、早期発見し、適切な治療をおこなえば治癒
の可能性が高い病気です。市立病院では多くの皆さんに
この乳がん検診を受けていただけるよう、令和７年度よ
り検査は従来の２回の受診を見直し、１回の受診（撮影）
のみとし、予約日時の枠を大幅に拡充しました。
　そのような中、平成25年度の導入から約12年が経過
した当院の乳がんマンモグラフィ撮影装置が故障により
修理不能となり、現在はレンタル機材にて検査対応して
います。今後も当院で検査ができる体制の維持と検査精
度の向上を目指して、令和８年度に新しいデジタルマン
モグラフィ撮影装置の導入を予定しています。
　しかしながら、近年の物価高騰などによる厳しい経営

状況の中、この導入には大きな負担を伴うことから、
撮影装置更新のためのクラウドファンディングを実施
することとしました。皆さんの温かいご支援、ご協力
をよろしくお願いします。
◆募集期間　令和８年５月29日㈮まで
◆目標金額　700万円
※　目標金額に満たなかった場合で
も、必要金額分を病院の資金で負担
するなどして整備を実施します。
※　募集の詳細については、下記サ
イトをご覧ください。

杉本心温さん（左）杉本心温さん（左）杉本心温さん（左）杉本心温さん（左）

左から松原希笑さん、井谷朱浬さん左から松原希笑さん、井谷朱浬さん左から松原希笑さん、井谷朱浬さん左から松原希笑さん、井谷朱浬さん

左から竹原初華さん、田上花菜さん、
大谷天音さん、前原由依さん
左から竹原初華さん、田上花菜さん、
大谷天音さん、前原由依さん
左から竹原初華さん、田上花菜さん、
大谷天音さん、前原由依さん
左から竹原初華さん、田上花菜さん、
大谷天音さん、前原由依さん

　昨年10月19日に宇都宮市文化会館（栃木県）でおこなわれた「第73回全日本
吹奏楽コンクール」および11月23日に大阪城ホール（大阪市）でおこなわれた

「第38回全日本マーチングコンテスト」に出雲北陵高等学校吹奏楽部２年生の
井谷朱浬さんと松原希笑さん（ともに大田市在住）が出場したことを、２月18
日、市長に報告しました。
　松原さんは「全国のレベルの高さに驚いた。本番前は緊張したが、練習して
きた成果を発揮できたので良かった。今年こそ金賞を獲りたい」と話しました。

　２月１日に神戸市（オンライン併用）でおこなわれた全国の高校生が地域観
光のアイデアを動画制作して競う「観光甲子園2025」の決勝大会に県立邇摩高
等学校３年生の竹原初華さん、田上花菜さん、大谷天音さん、前原由依さんが
出場したことを、２月５日、市長に報告しました。
　竹原さんは「三瓶山をいろいろと調べる中で、飾らないありのままの体験が
外国人にとって魅力となると思った。目標としていたグランプリは獲れなかっ
たが、最後まで４人で楽しみながら取り組めて良かった」と話しました。


